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ようになり、2006 年の 1 年間と 2010 年から現在
までイグアス日本人会の会長を勤めている（会長
の任期は 1 年（写真 13））25）。





　D 家は現在 340 ha ほどの農地を所有し、C 氏
から 100 ha ほど、G 氏から 50 ha ほどを借りて






写真 13 イグアス入植 50 周年記念祭で A氏を
表彰するD氏

























































































































































































































も C 氏 H 氏と同年代であることから、矢巾中学
校 1 年生の時両親と分かれてパラグアイに移住し
た。移住の際、親と離れるといった悲壮感はなかっ










したりして過ごしていた。入植して 7 年目、G 氏写真 14　イグアス日本語学校での授業風景
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調査報告　パラグアイにおける伊藤勇雄一族（3）















　G 氏は 2011 年で 57 歳。同居している家族はパ
ラグアイ人妻（49 歳）、長男（20 歳）、長女（12 歳）、
次女（7 歳）、次男（6 歳）。長男は A 氏が人夫と
して雇っており、また大学にも通って法律の勉強
をしている。それ以外に妻の前夫との娘が3人（大










































　E 氏は 38 歳、現在イグアス農協組合長を務め
ている。妻はブラジル人で 8 歳と 5 歳の男の子が
いる。生まれも育ちもイグアスであり日本に研修
に来たことはないが日本語に不自由はない。父
と 2 人で大豆を 650 ha 経営している（うち借地
写真 15　G家の住居
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3 台、消毒機 1 台、コンバイン 2 台である。現在
























　4 人兄弟の長男である F 氏は 2011 年で 34 歳と
若いが、多くの事業にかかわってきた人物である。





















































究所（CETAPAR）のデータでは 1 ha あたり 15
頭ほどまで投入可能となっており、この点は F
氏のみならず B 氏も興味をもちその技術の進展
に期待をかけている。なお、F 氏も B 氏同様イ
グアス肉牛部会に参加し相互に切磋琢磨している
間柄である。




で人夫を雇っている（年間 10 人ほど）。F 家では
ほぼ 1 年中何らかの建築物を造っている（調査時
点では牛舎を建築中）。こうした人夫の人件費は、
F 家の全収入のうち 5 割ほども占める。





















































将来像については D 氏と通底する志向を F 氏は
もっている。それは F 氏が両者の影響をうけて
いるからでもあろう（たとえば、F 氏もイグアス
の EXPO を 14 年前に D 氏とともに開始した人











































































2011 年 9 月 14 日）。
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